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２０１７年６月３０日 花王株式会社 和歌山工場
保安強化プロジェクト

保安強化活動 ： 危険源管理
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2016年12月31日現在

本 社

商号 花王株式会社（Kao Corporation）

本店所在地 東京都中央区日本橋茅場町

一丁目14番10号

創業 1887年6月（明治20年）

設立 1940年5月（昭和15年）

売上高 1兆4,576億円（連結）

営業利益 1,856億円（連結）

資本金 854億円

従業員数 7,195名（連結対象会社合計 33,195名）

花王株式会社概要



3/20花王グループの生産拠点（国内）

鹿島
・ ケミカル

供給拠点

川崎
・ 家庭品

東日本供給拠点

和歌山
・ 家庭品 西日本供給拠点
・ ケミカル 供給拠点

酒田
・ 紙加工製品

グローバル供給拠点

愛媛
・ サニタリ製品

西日本供給拠点

栃木
・ サニタリ製品

東日本供給拠点

豊橋
・ ビューティケア

新製品
供給拠点

東京
・ 新規開発拠点

小田原
・ 化粧品

グローバル供給拠点

総合力を生かした基幹工場
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１．背景と目的

２．活動の成果

３．活動の内容

・変更管理体制強化

・設計Know-Whyの伝承（保安事故防止ガイドラインの活用）

・異常現象時の行動マニュアル強化（重合発熱設備）

４．今後の保安強化活動
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安全・安定操業の継続、信頼される工場をめざして、危険源管理による保安強化活動を開始
・ 変更管理体制の強化
・ 設計Know-Whyの伝承（保安事故防止ガイドラインの活用）
・ 異常現象発生時の行動マニュアル強化（重合発熱設備）

活動の背景と目的

 和歌山工場 反応設備の経過年数

2013年（活動開始当時） 将来：2020年

設
備
数

設
備
数

10年未満 10年以上
20年未満

20年以上
30年未満

30年以上
40年未満

40年以上 10年未満 10年以上
20年未満

20年以上
30年未満

30年以上
40年未満

40年以上

 エンジニアの経験不足 （設備設計・建設の機会減少）

 運転イレギュラーへの対応力低下 （新規プラント立上げ、トラブルの機会減少）

 設計思想の伝承不足 （立上げ・試運転を経験してきたベテラン減少）

近年の重大災害（他社）
共通点：非定常時の判断ミス（認識不足・見落とし）

設置後20年未満
19%

設置後20年未満
4%

運転安定化
（保全管理に課題）
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１．背景と目的

２．活動の成果

３．活動の内容

・変更管理体制強化

・設計Know-Whyの伝承（保安事故防止ガイドラインの活用）

・異常現象時の行動マニュアル強化（重合発熱設備）

４．今後の保安強化活動
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 変更管理体制の強化

 設計Know-Whyの伝承（保安事故防止ガイドラインの活用）

⇒プラント安全設計思想の精査、体系化完了

⇒変更の規模、危険度に応じた審査・承認ルートの設定
； 約1,000件/年の変更確認（研究試作含む）

アセスメント実施 約450件/年

⇒ＧＥＮＢＡ Knowledge システムへ登録
（花王独自の生産支援システム）

； 誰もが、いつでも確認可能

知識・技能のボトムアップを行い、管理することで保安強化へ

重大災害“ゼロ”を継続中

管理

知識

 異常現象発生時の行動マニュアル強化（重合発熱設備）

⇒異常事態、緊急事態の条件明確化
； 被害最小化、二次災害防止

⇒公設消防との連携強化
； 情報提供シートによる通報訓練

合同夜間消防訓練

技能



8/20Ａｇｅｎｄａ

１．背景と目的

２．活動の成果

３．活動の内容

・変更管理体制強化

・設計Know-Whyの伝承（保安事故防止ガイドラインの活用）

・異常現象時の行動マニュアル強化（重合発熱設備）

４．今後の保安強化活動
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変更案件

確認・審査
周知・承認

終了確認

新規プラント建設
大規模な改造等

関連
部門

Yes

４Ｍ 変更

ﾘｽｸｱｾｽﾒﾝﾄ
実施

関連
部門

ｾｰﾌﾃｨｱｾｽﾒﾝﾄ
実施

関連
部門

確認・審査
周知・承認

関連
部門

終了確認

検 証

検 証

No

承 認

終了確認

検 証

Yes

No
既存設備の変更

（Material, Method, 
Man, Machine）

新設・増設
新規製造

 変更管理の目的 ⇒ 変更に伴う災害・トラブル発生の未然防止
変更に伴う潜在リスクを洗い出し、必要な対策実施と関連部門への周知

 管理すべき変更事例
CCPS発行

Guideline for Management
of Change for Process Safety

１） 設備
・ プロセス装置
・ プロセス制御
・ 安全システム
・ サイトのインフラストラクチャ

２） 保全
・ 検査、テスト、
・ 予防保全、修理要求
・ 手順

３） 運転
・ 運転方法や技術
・ 手順

４） 組織
・ 組織やスタッフ
・ 方針

CCPS；
Center for Chemical Process
Safety (An AlChE Technology
Alliance)

変更内容確認
変更に該当

変更管理フローチャート
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重要度 審査部門 承 認 者 報 告

Ａ 運転、設備、安全、技術 工場長、技術部門長 生産技術（安全担当）

Ｂ 運転、設備、安全 運転部門長 工場長、技術部門長

Ｃ 運転 運転部門長 設備、安全

 変更管理における審査・承認ルート

 対象設備の重要度評価

100百万円以上
20百万円以上
100百万円未満

20百万円未満

Ⅰ Ａ Ａ Ｂ

Ⅱ Ａ Ｂ Ｃ

Ⅲ Ｃ Ｃ Ｃ

変更規模（投資金額）

危険度ランク

危険度ランク；
物質、容量、
温度、圧力、
操作により決定

2013年 2014年 2016年

変更内容確認 1,080 1,157 1,158

変更管理に該当 458 450 434

重要度Ａ 1 1 4

重要度Ｂ 1 27 21

重要度Ｃ 51 321 372

（重要度管理は2013年11月～運営開始）

（工場長承認案件）

（工場長報告案件）

2015年

982

449

3

18

358
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１．背景と目的

２．活動の成果

３．活動の内容

・変更管理体制強化

・設計Know-Whyの伝承（保安事故防止ガイドラインの活用）

・異常現象時の行動マニュアル強化（重合発熱設備）

４．今後の保安強化活動
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GENBA Knowledge システム（2008年導入）の概要

技術部
研究所

運転解析 保全管理品質情報

各種システム

気づき

現場業務

アラーム

課題改善
（早期対応）

トラブル対応

トラブル

対策
記録
（過程，結果）

検討

検討

課題発生

登録情報
参考

対策

技術への醸成

登録情報
解析

検討

根本対策

技術化

記録
（過程，まとめ）

一元管理

関係工場

情報共有

課題登録

グローバルな知の共有

「課題解決活動の場」の活性化
～ 現場力強化～

事後の対応から
事前の確認、予知・予防へ

運転員の意識向上及び

運転経験の浅い若手への技術伝承

事後の対応から
事前の確認、予知・予防へ

運転員の意識向上及び

運転経験の浅い若手への技術伝承

（運転員の交替・引継ぎに活用）

GENBA Knowledge

（登録ﾃﾞｰﾀ：80千件）

GENBA Knowledge プラットホームの拡張
⇒ 設計Know-Why（プラント安全設計思想）の伝承

GENBA  Knowledgeシステム利用者
運転管理部門 ６０８名
設備管理部門 ８３名
保安管理部門 ３７名

７２８名
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３つの重大事故の解析結果より抽出した共通主要原因

３つの共通事項として絞り込み、重点点検項目としてガイドライン化

第１群：プラント設計、安全性評価

・反応の安全性評価

安全設計思想
冷却
温度・圧力上昇リスク対応
インターロック、重要アラーム（Know-Why）
緊急停止後の安全状態

・非定常作業計画

第２群：運転管理、設備管理、変更管理

第３群：教育・訓練【緊急対応含む】

保安強化ポイント

○ 設計思想のドキュメント整備

・設計部門から運転部門への移管資料

○ 重要パラメータ、アラーム管理の充実

・重要ランク区分別の管理システム再検討

⇒ Key word ： Know-Whyの周知・教育
非定常時のアクション

○ 異常現象時の行動マニュアルと教育・訓練

・最低限実施すべき項目のマニュアル化

○ インターロック条件解除の明確化

・系内安定状態の目安を設定

（温度、圧力、組成、・・・・）

設計Know-Whyの伝承（保安事故防止ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝの活用）

反応設備、蒸留設備（74設備）のプラント設計、安全性評価 精査完了
（2016年12月）

・設計
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～ 現場ナレッジ（現場技術体系） ～

設備分類設備分類 ジャンル分類ジャンル分類縦軸縦軸 横軸横軸

安全設計資料、異常反応資料、作業手順書
リスクアセスメント資料、物性資料
冷却能力資料 etc…

安全設計資料、異常反応資料、作業手順書
リスクアセスメント資料、物性資料
冷却能力資料 etc…

～ 現場ナレッジ（現場技術体系） ～

目標値（温度、圧力等）に到達するまでの温度低下速度が、運転マニュアルに記載されているか

プラント設計＿安全設計
安全性評価＿リスクアセスメント

緊急停止時の反応槽安定状態確保
（ガイトラインⅠ－２－１：レゾルシン爆発火災）

※バッチ反応中の酸化反応器緊急停止において、温度低下速度が遅いと判断した。
※緊急停止後の安全状態を維持する温度の目標値と温度低下の目標速度が運転マニュアルに記
載されていなかった。

YES

冷却目標速度（冷却の許容）について調査済
マニュアルへ記載済。

関係資料①精ｱﾐﾝE80作業手順書
　　　　　  ⑪水添6号精ｱﾐﾝE-80 冷却能力

～ エビデンス資料(冷却速度) ～

保安事故防止ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ活用による技術伝承（教育・訓練）

プラント安全設計資料を設備・品種・ジャンル別に
体系化してGENBA Knowledge システムへ登録

（誰もが、いつでも確認可能）

⇒ 設計Know-Why・保安技術の伝承、教育・訓練に活用
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１．背景と目的

２．活動の成果

３．活動の内容

・変更管理体制強化

・設計Know-Whyの伝承（保安事故防止ガイドラインの活用）

・異常現象時の行動マニュアル強化（重合発熱設備）

４．今後の保安強化活動
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異常現象発生時のマニュアル強化（重合発熱設備）

 和歌山工場 対象設備／物質 （対象：重合発熱反応等により火災爆発懸念のある物質）

対象設備 約50基 （反応槽、モノマー槽、貯槽等）

対象物質 約50品種 （アクリル酸、メタクリル酸、その誘導体等）

温度、圧力他

トリガー

Ａ点

Ｂ点

Ｃ点

運転管理
範囲

（Phase 0）

運転管理
範囲逸脱
（Phase 1）

異常事態
（Phase 2）

緊急事態
（Phase 3）

隣接設備当該設備 報告・連絡

反応抑制／爆発防止措置
・重合禁止剤 投入
・冷却/撹拌 継続
・ベント開 （閉止しない）
・窒素シール 継続

職制者へ連絡

保安措置
・散水・放水等

公設消防、
自衛消防隊
との連携

・社内通報
・ﾎｯﾄﾗｲﾝ通報

（公設消防）

設備停止

避難 自衛消防隊への
連絡

・避難報告

火災・爆発

異常、緊急事態の条件明確化（温度、圧力他）
⇒ 被害最小化、二次災害防止

（訓練 1回/年）
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公設消防との連携強化（異常現象発生時の対応）

チェックリスト方式採用

通報訓練
（発災職場⇒防災センター⇒消防局）

（4回/年 実施）

必要な情報を明確にし、迅速に伝える為に

通報
災害発生（現場本部）チェックリスト

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

　　　　　　　　　階建　　　　　　　階　　　　　　　高さ　　　　　　　　ｍ　　　　　

□火災・爆発　　 （□火災継続中　　　　　□初期消火済み）

□漏洩　　　　　　 （□漏洩中　　　　□漏洩停止）

□反応（異常・暴走）　　　　　（□反応中　　　　□反応停止）

□その他（　　　　　）

□大規模　　　□中規模　　　□小規模

□無し　　　□有り 人数

救助　□要　□否　　　逃げ遅れ　□有　　□無　　　□その他（　　　　　　　　）

□名称　　 　　　　（類別・品名：　　　　　　　　　　　）

□量　　　 ｋｇ　・　ｔ □ガスの有無　　　

人体危険　　　　□無し　　□有り　 （薬傷・放射線物質・　　　　　　　　 　）

発生場所 部門名 設備名

発生時刻 20　　年　　　　月　　　　日　　　　時　　　　分
報

通報時刻 20　　年　　　　月　　　　日　　　　時　　　　分

通報者 所属 地区ＳＣ安全
連絡先　TEL　073-426-8429
　　　　　 FAX　073-426-8673

項目 内容

職
場
隊
記
載

ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
通
報
内
容

（
第
１
報

）

エリア番号 消防集結場所 □正門　　□その他（　　　　　　　　）　

施設区分
□危険物　　　　　　　□高圧ガス　　　　　　　□毒劇物

□一般対象物　　　　□その他（　　　　　　　　　　　　　）

施設名他
□タンク　　　　□塔・槽類　　　　　□弁・配管・ポンプ　　　　□研究施設

□反応槽（器）　　　　　□電気設備　　　　　□その他（　　　　　　　　　　）

発災建築物規模

異常現象の状況

事象の規模

死傷者の有無

死傷者の状況

対象流体

公

 通報チェックリスト

 合同夜間消防訓練

公設消防と自衛消防隊との
合同夜間消防訓練（1回/年 実施）

必要な情報（第1報）；公設消防と摺合せ

・異常現象の状況（火災・爆発、漏洩、・・・）
現在の状況 （初期消火中 等）

・対象物質/流体 （危険物 ◎類◎石）
・施設名
・施設区分 （危険物、高圧ガス・・・）
・発災建築物規模
・死傷者の有無

異常事態発生に備え、継続的に公設消防と合同訓練 実施中

【自衛消防隊本部での公設消防への説明】 ⇒ 【公設消防への指揮権 委譲】
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１．背景と目的

２．活動の成果

３．活動の内容

・変更管理体制強化

・設計Know-Whyの伝承（保安事故防止ガイドラインの活用）

・異常現象時の行動マニュアル強化（重合発熱設備）

４．今後の保安強化活動
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今後の保安強化活動

２．設備管理技術の体系化

１．危険源管理の強化

安全・安心 ： 非定常時の安全操作オペレーション（Know-Whyの周知・教育）

安定・信頼 ： 運転・機器コンディションのデータ定量化（数値化 ⇒ グローバル標準）

向上・連携 ： 継続的改善活動と一体運営体制（ベンチマークとベストプラクティス）

１）非定常作業リスク評価 プラント停止・立上、緊急停止・再開時

３．自主保安力向上、人財育成

～ 更なる安全・安定操業への進化、安心・信頼される工場へ向けて ～

２）運転操作リスク評価と対策 非定常HAZOPによるリスク特定と対策
【手動操作（ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ、切替）、緊急停止、中断再開時】

高圧ガス設備から検討開始 （2016年～）
高リスクの設備への展開 （2019年～）

３）保安事故防止ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝの活用 他工場への展開
教育・訓練、定期レビューへ
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保安強化活動 ： 危険源管理

安全・安定操業の継続、信頼される工場をめざして


